
 

◎単身モニター調査

検討経緯

モニター調査

一部の標本へのモニター

(自発的調査協力者)の

採用等の検討

◎平成21年全国消費実態調査
（単身世帯）
調査員調査（無作為抽出）

全国の全年齢（4400世帯）を対象

☆全国単身世帯収支実態調査

委託先 ㈱サーベイリサーチセンター
モニター調査(有意抽出)

全国の若・中年（1600世帯）を対象

基幹統計調査として、

集計公表

調査票情報の二次利用

統計審議会答申(平成11年調査)

若・中年単身世帯の面接困難

若・中年世帯の捕捉低下
・昼間不在世帯の増加

・オートロックマンションの普及

標本分布の偏り 調査結果の

信頼性に懸念

平成21年も

同様の傾向

民間調査機関の登録モニターから

クォータサンプリング

○調査員調査結果と大差無し

●無作為抽出と有意抽出の結果を統合する推計方法

については、様々な方法の試行又は研究の必要有り

試験調査の実施・検証

一般統計調査として

単独で、集計公表

参考系列として、

統合結果（地域別を含む）を公表

実査の現状を把握した上で、

試験調査を実施することを含め、

調査方法の見直しを検討

統計審議会答申(平成16年調査)若・中年単身世帯の捕捉向上

補完

密接

不可分

(モニター調査)

21年の単身世帯調査の体系
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